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研究成果の概要（和文）：1998年福岡県80歳高齢者を対象に口腔と全身状況の調査を施行した。嚥下評価として
反復唾液嚥下テスト（Repetitive saliva swallowing test、RSST)を実施した。RSSTは30秒間に何回唾液の飲み
込みができるかの検査で、2回以下を嚥下障害ありする。RSSTを施行した822人を追跡対象とし、嚥下障害と死亡
との関連を検討した。
12年間の追跡期間中に504名が死亡し、肺炎死亡は81名であった。嚥下障害あり群は、なし群に比較して、肺炎
死亡が有意に高かった（HR1.6、p<0.05)。多変量調整後も同様の結果であった。RSSTの有用性を疫学的に証明し
た。

研究成果の概要（英文）：In 1998，827 80-year-01d residents of Fukuoka Prefecture participated the 
dental and 　medical examination, which included the repetitive saliva swallowing test (RSST). The 
RSST is a safe and simple screening method for the swallowing function and evaluates how many times 
people can swallow in 30 seconds. Less than 3 cycles is considered as abnormal. We followed up 822, 
who completed the RSST, and investigated the association between dysphagia and mortality rate from 
pneumonia. For 12 years 504 died. Eighty-one died of pneumonia. Kaplan-Meier method showed the 
mortality rate from pneumonia was significantly higher in the subjects with dysphagia compared to 
the subjects without dysphagia (p<0.05)．In Cox proportional hazard model，dysphagia is a 
significant and independent risk factor for death of respiratory disease（hazard ratio 1.6）. The 
mortality rate from pneumonia was significantly higher in the subjects with dysphagia evaluated by 
RSST.

研究分野：疫学

キーワード： 高齢者　コホート研究　嚥下障害　反復唾液嚥下テスト　肺炎　呼吸器感染症　死亡
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研究成果の学術的意義や社会的意義
嚥下機能検査としては、様々あるが、侵襲的なものが多い。非侵襲的な嚥下機能スクリーニング検査として、反
復唾液嚥下テスト（RSST）がある（Kubota T et al, General Rehabilitaiton, 1982）。反復唾液嚥下テスト
が、肺炎の発症あるいは死亡を予測するかの検討が行われているが、多くは脳卒中患者や施設入所者での検討で
ある。
本研究は、福岡県8020追跡コホートを用いて、反復唾液嚥下テストで評価した嚥下障害と死亡との関連を検討
し、肺炎の死亡の予測因子としての反復唾液嚥下テストの意義を示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

本研究は“口腔と全身状態の関連”を解明する事を目的としている「福岡 8020 追跡コホート
研究」の一環である。わが国は超高齢社会となっている。死因をみると、肺炎は増加傾向が続き、
令和 3 年全死亡者に占める肺炎および誤嚥性肺炎の割合は 8.5％である。 

近年、口腔状態と肺炎との関連が指摘され、我々も福岡県8020追跡コホート研究の結果から、
口腔状態が悪く、歯周病に罹患した歯が多いほど肺炎の死亡リスクが上昇することを示した（文
献 1）。 

一方、嚥下機能検査としては、様々あるが、侵襲的なものが多い。非侵襲的な嚥下機能スクリ
ーニング検査として、反復唾液嚥下テスト（Repetitive saliva swallowing test, RSST）がある
（文献 2）。反復唾液嚥下テストが、肺炎の発症あるいは死亡を予測するかの検討が行われてい
るが、多くは脳卒中患者や施設入所者での検討である 
 
２．研究の目的 

 
本研究は、福岡県 8020 追跡コホートを用いて、反復唾液嚥下テストで評価した嚥下障害と死

亡との関連を検討する。特に肺炎死亡の予測因子としての反復唾液嚥下テスト意義を示すこと
である。 
 
３．研究の方法 

 
本申請研究の対象者は 1998 年に 80 歳健診を受診した福岡県住民 827 名である。このコホー

トでは健診会場では包括的な口腔健診と内科健診を実施した。口腔健診には嚥下障害のスクリ
ーニング検査である反復唾液嚥下テスト（RSST）を含んでいた。RSST は、唾液嚥下を 30 秒間反
復してもらう検査である。30 秒間に 2 回以下の場合、嚥下障害が疑われる。嚥下障害のスクリ
ーニング検査である。 

1998 年 RSST を施行した 822 人を追跡対象とし、12 年間追跡調査を実施した。RSST で評価し
た嚥下障害と死亡との関連を検討した。特に肺炎を含む呼吸器疾患死亡に注目した。 

解析方法には、比例ハザードモデルを使った。調整因子として、性別、喫煙、歯科受診状況、
医科受診状況を用いた 
 
４．研究成果 
  
 1998 年追跡開始時点で、202 名（24.6％）が嚥下障害ありと判断された。 

12 年間の追跡期間中に 504 名が死亡した。呼吸器疾患死亡は 96 名で、そのうち肺炎死亡が 81
名であった。 

 



Kaplan−Meier 法による生存曲線で、嚥下障害あり群（n=202）では、なし群(n=620)に比べ有意
に肺炎死亡率が高かった。 

比例ハザードモデルを用いた解析では、嚥下障害あり群は、なし群に比較して、呼吸器疾患死
亡リスクが有意に高かった（ハザード比 1.6）。また肺炎死亡リスクも有意に高かった（ハザー
ド比 1.6）。ハザード比は相対的な死亡確率を示す。 

多変量調整後（調整因子：性別、喫煙、定期的歯科受診、定期的医科受診）も同様の結果であ
った（図）。 
 
今回の結果から、肺炎死亡の予測因子としての RSST の有用性を疫学的に示した。 
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